
Windows 10 のサポート終了に伴う対応のお願い
～ 業務で使用しているソフトにも影響が出る可能性があります ～

◆ 福岡県中小事業者サイバーセキュリティ支援ネットワーク（通称：F-CSNET）とは、県内

中小事業者のサイバー犯罪被害の未然防止･拡大防止を目的として、県内の中小企業支援団体

と公的機関で構築したネットワークです。

◆ 福岡県警察本部サイバー犯罪対策課では、最新のサイバー犯罪の手口や対策などを

X（旧Twitter）やホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。
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◆サポート終了による注意点◆

① Windows 10継続利用のリスク

一般的に、サポート終了後は新たなぜい弱性が発見されても、製品ベンダによる修正が行われません。

よって、ぜい弱性を悪用した攻撃による「情報漏えい」や「意図しないサービス停止」などの被害を

受ける可能性が高くなります。

② Windows 10上で稼働しているソフトウェアによるリスク

Windows 10上での稼働を前提として開発・サポートされているソフトウェア（ブラウザ、メール

ソフト等）は、Windows 10のサポート終了により、

◆ ソフトウェアのアップデートやサポートも終了する可能性

（サポートが終了したソフトウェアを使用し続けるとウイルス感染等の被害に遭う可能性が

増大します）

◆ これまで使用していたソフトウェアの動作が保証されなくなる可能性

があるなど、稼働しているソフトウェアによるリスクを抱えることとなります。

◇事業者等の皆様へのお願い◇

【参考】ＩＰＡ（独立行政法人情報処理推進機構）「Windows10のサポート終了に伴う注意喚起」
https://www.ipa.go.jp/security/security-alert/2024/win10_eos.html

Windows 10を利用中である場合、以下の対応をご検討ください。

□ Windows 11へのバージョンアップ または 新しいOSへの移行

□ （サポート終了後）Windows 11へのバージョンアップ または 新しいOSへの移行までの間は、

パソコン端末をインターネット環境から切り離す等の一時的措置

□ ソフトウェアが、Windows 11や新しいOSで引き続き使用可能かの確認

※Windows 11へのバージョンアップに際しては、Microsoft社の公式ダウンロードページまたは

Windowsアップデートから行い、偽のWindows 11のダウンロードサイトにはご注意ください。

Windows 10のサポート終了に伴う対応は、「事業継続」に影響する重要な課題です。

被害やトラブルを防ぐため、事前の確認と必要な対策を早期に行いましょう。

Microsoft社が提供しているOS「Windows 10」のサポートが

2025年10月14日（米国時間）
をもって終了することが正式に発表されています。


